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結果を基に弾力性を計測すると、関西地域の米相場が 1%上昇する毎にMUは3. 26% 上昇するこ
とが示唆された。
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最大MU」は lkg 当たり 238 円と算出された。これは、米国カリフォルニア州産のあきたこまちの
同 194 円を迄かに上回るものとなった。 20 年度の黒龍江省産米の MU は平均が 142 円であるた
め、まだかなりの余裕があることを物語っている。さらに、この最大可能MU は「コメの関税化」














となった。 このモデルによる弾力性の計測結果は、関西地域の米相場が 1%上昇する毎に MU
は3. 26% 上昇することが示唆された。




















評価されている中国の黒龍江省産米の「可能最大MU」は lkg 当たり 238 円と算出された。これ
は、米国カリフォルニア州産のあきたこまちの同 194 円を遥かに上回るものとなった。 20 年度
の黒龍江省産米の MU は平均が 142 円であるため、まだかなりの余裕があることを示している。
この分析結果は日本の今後のコメ輸入政策にとって重要なデータとなることであろう。
このような内容に関し、審査委員会では慎重なる審査を行った結果、 5人の審査委員は、こう
した現場の状況を深く解析した研究に基づく本論文は博士論文としてその基準に十分に応えるも
のであると判断した。
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